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監
査
委
員
公
告

◯
監
査
結
果
の
公
表
（
二
）

１

監
査
結
果
公
告
第
２
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１９９

条
第
７
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
を
執
行
し
た
の

で
、
同
条
第
９
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
１３
年
３
月
１４
日

秋
田
県
監
査
委
員
　
加
　
藤
　
義
　
康

秋
田
県
監
査
委
員
　
山
　
田
　
靖
　
男

秋
田
県
監
査
委
員
　
工
　
藤
　
　
　
昇

秋
田
県
監
査
委
員
　
天
　
野
　
　
　
進

第
１
　
監
査
の
概
要

１
　
監
査
の
テ
ー
マ

「
職
員
住
宅
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
」

２
　
監
査
の
趣
旨

県
に
は
、
職
員
の
福
利
厚
生
を
目
的
と
し
た
職
員
住
宅
・
寮
の
ほ
か
、
業
務
の
必
要
か
ら
要

員
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
業
務
用
公
舎
が
多
数
設
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
職
員
住
宅
等
（
以
下
「
公
舎
」
と
い
う
。
）
が
、
効
率
的
に
利
用
さ
れ
、
か
つ
、

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
監
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

３
　
監
査
対
象

県
が
設
置
し
て
い
る
公
舎
（
２
，８
４
７
戸
）
の
う
ち
県
外
に
所
在
す
る
公
舎
及
び
警
察
官
の
待

機
宿
舎
を
除
く
公
舎

４
　
監
査
基
準
日

平
成
１２
年
５
月
１
日

５
　
監
査
の
着
眼
点

設
置
目
的
に
沿
い
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
。

管
理
規
程
等
の
整
備
状
況
は
適
正
か
。

防
災
及
び
補
修
等
の
保
全
対
策
は
適
正
か
。

設
置
運
営
に
係
る
事
務
執
行
及
び
入
居
者
の
費
用
負
担
は
適
正
か
。

６
　
監
査
実
施
期
間

委
員
に
よ
る
監
査
〔
現
地
調
査
２６
棟
及
び
公
舎
管
理
者
〕

平
成
１３
年
１
月
２３
日
か
ら
２６
日
及
び
平
成
１３
年
２
月
５
日

職
員
に
よ
る
事
前
監
査
〔
５
課
８４
所
１５
署
、
５０８

棟
〕

平
成
１２
年
１１
月
１４
日
か
ら
平
成
１３
年
１
月
１１
日
ま
で

第
２
　
監
査
結
果

１
　
設
置
概
況

県
の
公
舎
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
公
舎
管
理
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
い

て
出
納
局
長
、
総
務
部
長
、
教
育
長
及
び
警
察
本
部
長
が
公
舎
管
理
者
と
し
て
管
理
す
る
も
の

と
、
公
舎
管
理
者
以
外
の
課
所
長
（
以
下
「
そ
の
他
管
理
者
」
と
い
う
。
）
が
単
独
で
管
理
運

営
し
て
い
る
も
の
と
が
あ
り
、
平
成
１２
年
５
月
１
日
（
以
下
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
現
在
に

お
け
る
監
査
の
対
象
と
し
た
公
舎
の
設
置
状
況
は
、
全
県
で
２
，０
５
６
戸
と
な
っ
て
い
る
。

用
途
別
で
み
る
と
、
一
般
世
帯
用
が
１
，５
７
８
戸
、
単
身
者
用
が
４
７
７
戸
（
う
ち
独
身
者
用

２０３
戸
）
、
合
宿
所
が
１
戸
と
な
っ
て
い
る
。

構
造
別
で
み
る
と
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
以
下
「
Ｒ
Ｃ
造
」
と
い
う
。
）
１
，５
５
２
戸
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
（
以
下
「
Ｃ
Ｂ
造
」
と
い
う
。
）
１６８

戸
、
木
造
３３６

戸
と
な
っ

て
お
り
、
Ｒ
Ｃ
造
集
合
建
て
が
全
体
の
４
分
の
３
を
占
め
て
い
る
。

以
下
、
公
舎
管
理
者
及
び
そ
の
他
管
理
者
（
以
下
「
公
舎
管
理
者
等
」
と
い
う
。
）
別
に
み

る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
出
納
局
長
〕

基
準
日
現
在
、
公
舎
の
総
数
は
９５７

戸
で
、
構
造
別
で
み
る
と
、
木
造
、
Ｒ
Ｃ
造
、
Ｃ
Ｂ
造

の
３
種
類
と
な
っ
て
お
り
、
木
造
は
１
戸
建
て
２０
戸
、
Ｃ
Ｂ
造
及
び
Ｒ
Ｃ
造
は
い
ず
れ
も
集
合

建
て
で
、
Ｒ
Ｃ
造
８１６

戸
、
Ｃ
Ｂ
造
１２１

戸
で
あ
る
。

間
取
り
別
で
み
る
と
、
１
Ｋ
か
ら
７
Ｌ
Ｋ
と
多
種
に
わ
た
っ
て
お
り
、
集
合
建
て
の
３
Ｋ
、

３
Ｄ
Ｋ
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

〔
総
務
部
長
〕

基
準
日
現
在
、
各
地
方
部
に
１
棟
ず
つ
、
計
８
棟
の
独
身
寮
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
総
数
は

２０３
室
（
１
室
定
員
１
名
）
で
あ
る
。

（
１
）

（
３
）

（
２
）

（
４
）

（
１
）

（
２
）

監
査
委
員
公
告
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構
造
別
で
み
る
と
、
い
ず
れ
も
Ｒ
Ｃ
造
で
、
２
階
建
て
６
棟
、
３
階
建
て
１
棟
、
４
階
建
て

１
棟
と
な
っ
て
お
り
、
１
室
当
た
り
の
居
住
面
積
は
８
．１
㎡
で
あ
る
。

〔
教
育
長
〕

基
準
日
現
在
、
公
舎
の
総
数
は
２７３

戸
で
、
構
造
別
で
み
る
と
、
木
造
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め

て
お
り
、
木
造
１
戸
建
て
は
２
４
１
戸
、
集
合
建
て
は
２
棟
（
い
ず
れ
も
Ｒ
Ｃ
造
４
階
建
て
）

３２
戸
で
あ
る
。

間
取
り
別
で
み
る
と
、
木
造
１
戸
建
て
で
は
３
Ｋ
、
４
Ｋ
、
５
Ｋ
が
あ
り
、
集
合
建
て
は
２

Ｄ
Ｋ
と
な
っ
て
い
る
。

〔
警
察
本
部
長
〕

基
準
日
現
在
、
公
舎
の
総
数
は
３３０

戸
で
、
構
造
別
で
み
る
と
、
木
造
１
戸
建
て
が
４２
戸
、

Ｒ
Ｃ
造
（
２
・
３
階
建
て
）
集
合
建
て
が
２８８

戸
で
あ
る
。

間
取
り
別
で
見
る
と
３
Ｄ
Ｋ
が
９
割
を
占
め
て
い
る
。

〔
そ
の
他
管
理
者
〕

基
準
日
現
在
、
公
舎
の
総
数
は
２９３

戸
で
、
構
造
別
で
み
る
と
、
Ｒ
Ｃ
造
（
３
・
４
階
建
て
）

２１３
戸
、
Ｃ
Ｂ
造
（
平
屋
・
２
階
建
て
）
が
４７
戸
、
木
造
（
平
屋
・
２
階
建
て
）
が
３３
戸
で
あ

る
。間
取
り
別
で
み
る
と
、
２
Ｄ
Ｋ
、
３
Ｄ
Ｋ
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
９
割
弱
を
占
め
て
い
る
。

（
別
表
１
、
別
表
２
、
別
表
３
、
別
表
４
及
び
別
表
５
参
照
）

２
　
管
理
運
営
及
び
留
意
改
善
事
項
に
つ
い
て

利
用
状
況
に
つ
い
て

公
舎
の
総
数
２
，０
５
６
戸
の
う
ち
、
入
居
戸
数
は
１
，６
２
４
戸
、
入
居
率
は
７９
．０
％
で
あ
る
。

入
居
者
の
入
居
期
間
で
み
る
と
、
５
年
未
満
が
８
１
．５
％
、
５
年
以
上
１０
年
未
満
が
１
４
．３

％
、
１０
年
以
上
２０
年
未
満
が
４
．２
％
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
公
舎
管
理
者
等
別
に
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
出
納
局
長
〕

公
舎
の
総
数
９５７

戸
の
う
ち
、
入
居
戸
数
は
８１８

戸
、
入
居
率
は
８５
．５
％
で
あ
る
。

（
留
意
改
善
事
項
）

①
　
昭
和
３９
年
か
ら
５０
年
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
Ｃ
Ｂ
造
集
合
建
て
に
つ
い
て
は
、
２６
棟
１２１

戸
の
う
ち
、
入
居
戸
数
は
６５
戸
、
入
居
率
は
５３
．７
％
と
低
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
老
朽
化
が
顕
著
で
、
設
備
の
旧
式
化
（
居
室
の
狭
小
、
ト
イ
レ
及
び
浴
室
設

備
の
低
水
準
）
も
相
ま
っ
て
、
入
居
希
望
者
が
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
老
朽
化
の
著
し
い
も
の
や
利
用
度
の
低
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
解
体
等
の
処

分
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
　
部
長
用
の
１
戸
建
て
公
舎
に
つ
い
て
は
、
世
帯
用
で
部
屋
数
も
多
い
が
、
現
状
で
の
入
居

者
は
単
身
者
又
は
２
人
程
度
で
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
、
新
設
・
更
新
す
る
場
合
は
、
生
活
の
実
態
に
見
合
っ
た
規
模
・
借

り
上
げ
方
式
の
採
用
な
ど
も
考
慮
し
て
、
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

〔
総
務
部
長
〕

独
身
寮
の
総
数
２０３

室
の
う
ち
、
入
居
数
は
１１２

室
、
入
居
率
は
５
５
．２
％
と
低
く
な
っ
て

い
る
。

な
お
、
雄
勝
地
方
部
に
お
い
て
は
、
希
望
者
が
い
な
い
の
で
運
営
を
休
止
し
て
い
る
。

（
留
意
改
善
事
項
）

入
居
希
望
者
の
減
少
は
、
風
呂
・
ト
イ
レ
等
の
設
備
の
共
用
が
利
用
対
象
者
の
生
活
様
式
に

合
致
し
な
い
こ
と
が
主
因
で
あ
り
、
加
え
て
、
入
居
者
減
に
よ
る
共
益
費
の
負
担
増
も
あ
っ
て
、

年
々
入
居
率
が
低
下
し
て
い
る
の
で
、
独
身
寮
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
改
善
策
を
講

ず
る
必
要
が
あ
る
。

〔
教
育
長
〕

公
舎
の
総
数
２７３

戸
の
う
ち
、
入
居
戸
数
は
２００

戸
、
入
居
率
は
７
３
．３
％
で
あ
る
。

木
造
の
み
で
は
６
９
．７
％
で
あ
る
が
、
集
合
建
て
Ｒ
Ｃ
造
で
は
１００

％
と
な
っ
て
い
る
。

（
留
意
改
善
事
項
）

①
　
昭
和
３９
年
か
ら
５０
年
代
初
め
に
設
置
さ
れ
た
木
造
１
戸
建
て
公
舎
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ

と
か
ら
老
朽
化
、
設
備
の
旧
式
化
が
著
し
く
、
年
々
入
居
率
が
低
下
し
て
い
る
。

特
に
ト
イ
レ
の
水
洗
化
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
、
世
帯
や
若
年
層
の
入
居
を
阻
害
す
る
最

大
の
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
抜
本
的
な
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
　
公
舎
用
地
が
民
間
か
ら
の
借
地
の
た
め
、
借
地
料
を
支
出
し
て
い
な
が
ら
、
老
朽
化
も
相

ま
っ
て
数
年
間
入
居
し
て
い
な
い
公
舎
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
解
体
等
に
よ
り
、
こ
の
状
態

を
速
や
か
に
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
。

〔
警
察
本
部
長
〕

公
舎
の
総
数
３３０

戸
の
う
ち
、
入
居
戸
数
は
２８３

戸
、
入
居
率
は
８５
．８
％
で
あ
る
。

な
お
、
集
合
建
て
Ｒ
Ｃ
造
２８８

戸
に
つ
い
て
は
、
年
次
計
画
で
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
入
居
戸
数
は
２６０

戸
、
入
居
率
は
９０
．３
％
と
な
っ
て
い
る
。

〔
そ
の
他
管
理
者
〕

公
舎
の
総
数
２９３

戸
の
う
ち
、
入
居
戸
数
は
２１１

戸
、
入
居
率
は
７２
．０
％
で
あ
る
。

（
留
意
改
善
事
項
）

①
　
県
立
大
学
事
務
局
の
港
北
新
町
公
舎
に
つ
い
て
は
、
平
成
１１
年
度
に
新
設
さ
れ
て
以
来
、

総
数
２４
戸
に
対
す
る
入
居
戸
数
は
１８
戸
、
入
居
率
７
５
．０
％
で
あ
り
、
６
戸
に
つ
い
て
は
未

だ
に
入
居
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
飯
島
公
舎
３
棟
中
の
１
棟
に
つ
い
て
も
、
総
数
１６
戸
に
対
す
る
入
居
戸
数
は
１１
戸
、

入
居
率
６
８
．８
％
と
低
く
、
同
様
の
状
況
に
あ
る
。

（
１
）
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こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
が
教
授
等
の
教
員
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
新
た
な
入
居
者
の
見
込
み
も
な
い
た
め
、
各
公
舎
管
理
者
と
協
議
し
、
公
舎
管

理
者
間
の
融
通
に
よ
る
相
互
利
用
を
検
討
す
る
な
ど
し
て
、
早
期
に
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
　
県
立
大
学
短
期
大
学
部
の
公
舎
の
う
ち
、
独
身
寮
に
つ
い
て
は
、
職
員
数
が
減
少
し
、
遊

休
部
分
が
７２
．７
％
に
達
し
て
い
る
の
で
、
速
や
か
に
今
後
の
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

③
　
ダ
ム
管
理
事
務
所
の
公
舎
に
つ
い
て
は
、
当
初
河
川
法
に
基
づ
く
河
川
管
理
施
設
と
し
て

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
業
務
用
公
舎
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
、
自
宅

通
勤
者
の
増
加
に
よ
り
入
居
者
が
減
少
し
て
お
り
、
総
数
３０
戸
に
対
す
る
入
居
戸
数
は
２１
戸
、

入
居
率
７０
．０
％
で
あ
る
。

特
に
、
旭
川
ダ
ム
管
理
事
務
所
の
公
舎
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査
時
点
で
は
６
戸
中
４
戸

が
入
居
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
老
朽
化
が
著
し
く
進
行
し
て
お
り
、
市
街
地
中
心
部

に
立
地
し
て
い
る
こ
と
や
、
周
辺
住
民
の
居
住
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
と
、
防
犯
上
や

環
境
衛
生
上
問
題
で
あ
る
の
で
、
早
急
に
解
体
等
の
処
分
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

④
　
入
居
率
が
５０
％
以
下
で
あ
る
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
ほ
か
４
公
所
の
公
舎
に
つ
い
て
は
、
勤

務
公
所
の
位
置
や
業
務
形
態
の
特
殊
性
か
ら
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
自
家
用
車
の
普
及
、
道
路
状
況
の
改
善
、
業
務
形
態
の
変
化
等
に
よ
り
、

そ
の
使
命
が
終
了
し
た
も
の
が
あ
り
、
今
後
、
速
や
か
に
用
途
の
変
更
や
廃
止
、
解
体
等
の

処
分
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
別
表
６
、
別
表
７
及
び
別
表
８
参
照
）

規
程
等
関
連
に
つ
い
て

公
舎
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
管
理
者
が
、
規
則
に
基
づ
い
て
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
管
理
の
実
態
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
規
則
第
２
条
第
３
号
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
い
ず
れ
の
公
舎
管
理
者
の
所
管
に
も
属
さ
ず
、
課
所
長
（
そ
の
他
管
理
者
）
に
よ
り
単
独

管
理
さ
れ
て
い
る
状
況
が
判
明
し
た
。

ま
た
、
規
則
を
受
け
て
作
成
さ
れ
る
べ
き
細
則
、
取
扱
要
綱
・
要
領
等
の
整
備
も
不
十
分
で

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

以
下
、
公
舎
管
理
者
等
別
に
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
出
納
局
長
〕

①
　
規
則
第
２
条
第
１
号
に
は
、
入
居
者
の
資
格
と
し
て
、
「
非
常
勤
職
員
及
び
臨
時
的
任
用

職
員
を
除
く
県
の
職
員
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
非
常
勤
職
員
（
国

際
交
流
員
、
流
動
研
究
員
）
の
入
居
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
規
定
に
反
す
る
状
況
を
解
消
す

る
必
要
が
あ
る
。

②
　
規
則
第
２
条
第
３
号
に
は
、
「
公
舎
管
理
者
」
と
し
て
「
出
納
局
長
、
総
務
部
長
、
教
育

長
及
び
警
察
本
部
長
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
公
舎
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
所
管
か
ら
脱

落
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
管
理
者
区
分
の
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
　
規
則
第
３
条
第
１
項
に
は
、
「
公
舎
を
指
定
公
舎
及
び
一
般
公
舎
に
区
分
す
る
。
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
区
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
幹
部
用
公
舎
や
業
務
用
公
舎
も

含
め
て
、
全
て
「
一
般
公
舎
」
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
「
指
定
公
舎
」
と
「
一
般
公

舎
」
の
区
分
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。（
教
育
長
、
そ
の
他
管
理
者
も
共
通
）

④
　
秋
田
を
除
く
各
地
方
部
に
は
女
性
専
用
公
舎
が
な
い
た
め
、
女
性
の
独
身
者
は
、
各
地
方

部
の
選
考
基
準
に
よ
り
単
身
者
用
公
舎
に
入
居
さ
せ
て
い
る
が
、
地
方
部
に
よ
っ
て
選
考
基

準
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
統
一
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
　
独
身
寮
に
入
居
す
べ
き
者
が
単
身
者
用
公
舎
に
入
居
し
て
い
る
事
例
が
認
め
ら
れ
る
が
、

地
方
部
に
よ
っ
て
選
考
基
準
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
統
一
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑥
　
規
則
第
１０
条
第
３
号
に
は
、
入
居
者
の
費
用
負
担
に
関
し
て
、
「
破
損
ガ
ラ
ス
の
取
替
え

そ
の
他
軽
微
な
修
理
に
要
す
る
費
用
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
「
そ
の
他
軽
微
な
修
理
」

の
内
容
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
管
理
課
所
に
お
け
る
取
扱
い
が
不
統
一
と
な
っ
て

お
り
、
居
室
や
設
備
の
劣
化
の
主
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
内
容
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
（
総
務
部
長
、
教
育
長
、
そ
の
他
管
理
者
も
共
通
）

⑦
　
退
居
者
の
原
状
回
復
義
務
の
内
容
が
明
確
で
な
い
た
め
、
汚
損
等
の
修
復
が
不
十
分
の
ま

ま
明
渡
さ
れ
保
全
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
退
居
時
に
お
け
る
原
状
回
復
義
務

の
内
容
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑧
　
単
身
者
用
公
舎
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
管
理
に
お
い
て
、
一
部
に
、
清
掃
等
が
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
良
好
な
居
住
環
境
の
維
持
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

入
居
者
の
管
理
上
の
義
務
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑨
　
消
防
法
第
１７
条
の
３
の
３
に
規
定
す
る
「
消
防
用
設
備
の
定
期
点
検
」
を
実
施
し
た
場
合

の
費
用
に
つ
い
て
、
設
置
者
が
負
担
し
て
い
る
も
の
と
、
入
居
者
が
負
担
し
て
い
る
も
の
と

が
あ
る
の
で
、
費
用
負
担
に
関
す
る
取
扱
い
を
統
一
す
る
必
要
が
あ
る
。

〔
教
育
長
〕

①
　
規
則
に
基
づ
い
て
管
理
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
入
退
居
時
に
お
け
る
事
務
手
続
な
ど
、

規
則
を
受
け
て
作
成
す
べ
き
細
則
、
取
扱
要
綱
及
び
要
領
等
の
整
備
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、

管
理
運
営
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
取
扱
い
が
、
各
学
校
長
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
事

例
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
統
一
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
　
公
舎
の
駐
車
場
所
の
取
扱
に
つ
い
て
は
自
家
用
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
１
条
第
２
項
第
１
号
に
規
定
す
る
「
自
動
車
の
保
管
場
所
と
し
て
の
権
原
を
有

す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書
面
」
の
発
行
（
以
下
「
保
管
場
所
使
用
承
認
」
と
い
う
。
）
が
可

能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
こ
と
が
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
た
め
一
部
に
承
認
し

て
い
な
い
学
校
も
あ
る
の
で
、
取
扱
い
を
統
一
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
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〔
警
察
本
部
長
〕

規
定
に
抵
触
す
る
事
例
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
他
の
公
舎
管
理
者
と
同
様
規
則
を
受
け
て
作

成
さ
れ
る
べ
き
細
則
、
取
扱
要
綱
・
要
領
等
の
整
備
が
不
十
分
で
あ
る
の
で
、
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。

〔
そ
の
他
管
理
者
〕

①
　
規
則
第
２
条
第
１
号
に
は
、
入
居
者
の
資
格
と
し
て
、
「
非
常
勤
職
員
及
び
臨
時
的
任
用

職
員
を
除
く
県
の
職
員
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
県
立
大
学
事
務
局
の
公
舎
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
に
該
当
し
な
い
非
常
勤
職
員
（
流
動
研
究
員
）
の
入
居
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
規
定
に

反
す
る
状
況
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
　
仙
北
平
野
土
地
改
良
事
務
所
の
公
舎
に
つ
い
て
は
、
規
則
の
適
用
を
受
け
な
い
で
管
理
さ

れ
て
い
る
が
、
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
の
職
員
宿
舎
と
し
て
設
置
さ
れ
、
現
に
職

員
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
規
則
に
定
め
る
公
舎
に
該
当
す

る
も
の
で
あ
り
、
規
則
の
適
用
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
　
ダ
ム
管
理
事
務
所
の
公
舎
に
つ
い
て
は
、
平
成
５
年
度
に
出
納
局
管
財
課
長
と
主
管
課
で

あ
る
河
川
課
長
と
の
間
で
、
未
利
用
公
舎
の
他
所
属
職
員
へ
の
融
通
に
関
す
る
覚
書
を
交
わ

し
て
い
る
。

し
か
し
、
岩
見
ダ
ム
管
理
事
務
所
の
公
舎
を
除
く
と
、
建
物
の
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
、

他
所
属
職
員
の
利
用
も
見
込
め
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
覚
書
の
内
容
に
つ
い
て
見
直

し
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

保
全
管
理
の
状
況
及
び
防
災
体
制
に
つ
い
て

公
舎
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
大
規
模
な
修
繕
を
実
施
し
て
良
好
な
居
住
環
境
を
維

持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
公
舎
に
お
い
て
も
、
計
画
的
に
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
い
な
い
の
で
、
維
持
補
修
計
画
を
策
定
し
、
保
全
管
理
を
徹
底
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
公
舎
の
周
辺
住
民
に
対
す
る
環
境
衛
生
上
の
影
響
に
つ
い
て
も
十
分
配
慮
し
、
公
舎

敷
地
内
の
清
掃
、
草
刈
り
、
害
虫
防
除
そ
の
他
の
環
境
整
備
を
徹
底
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
。

防
災
体
制
に
つ
い
て
は
、
警
察
本
部
長
を
除
い
て
、
消
防
法
第
８
条
第
２
項
に
規
定
す
る
「
防

火
管
理
者
の
設
置
」
及
び
同
法
第
１７
条
の
３
の
３
に
規
定
す
る
「
消
防
用
設
備
の
定
期
点
検
」

が
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
速
や
か
に
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
別
表
９
、
別
表
１０
参
照
）

入
居
者
の
費
用
負
担
に
つ
い
て

入
居
者
の
た
め
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
新
設
さ
れ
た
集
合
建
て
の
場
合
は
、
全
て
舗
装
し

て
区
画
線
を
引
き
、
入
居
者
毎
に
指
定
し
て
あ
り
、
今
後
は
、
全
て
の
公
舎
が
同
様
に
整
備
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

国
家
公
務
員
宿
舎
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
に
特
定
区
画
を
占
用
さ
せ
て
い
る
場
合
、

駐
車
場
使
用
料
を
徴
収
し
て
お
り
、
公
営
住
宅
に
お
い
て
も
、
入
居
戸
数
分
の
整
備
が
完
了
し

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
使
用
料
を
徴
収
し
て
い
る
。

加
え
て
、
同
じ
県
の
職
員
で
あ
っ
て
も
、
民
間
賃
貸
住
宅
へ
入
居
し
て
い
る
場
合
は
駐
車
料
金

を
支
払
し
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
た
公
舎
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
使
用
料
の
導
入
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
１
戸
建
て
公
舎
や
現
在
駐
車
場
所
が
未
整
備
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
保
管
場
所

使
用
承
認
を
与
え
た
場
合
は
、
特
定
者
に
対
し
て
特
定
箇
所
を
占
用
さ
せ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

区
画
済
み
の
場
合
と
同
様
に
、
駐
車
場
使
用
料
の
導
入
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

物
置
を
独
立
し
て
使
用
さ
せ
て
い
る
場
合
は
、
占
用
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
公
舎
使
用
料

の
積
算
基
礎
の
対
象
と
し
て
含
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
、
公
舎
使
用
料

の
見
直
し
を
す
る
場
合
は
、
積
算
基
礎
へ
の
加
算
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
上
記
に
つ
い
て
は
、
公
舎
管
理
者
等
に
共
通
の
課
題
で
あ
る
。

（
別
表
１１
参
照
）

そ
の
他
に
つ
い
て

警
察
本
部
長
は
、
職
員
公
舎
の
整
備
計
画
を
策
定
し
、
毎
年
度
継
続
的
に
整
備
し
て
お
り
、

今
後
も
引
き
続
き
「
第
８
次
警
察
官
待
機
宿
舎
整
備
５
箇
年
計
画
（
Ｈ
１３
年
度
～
Ｈ
１７
年
度
）」

に
よ
り
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

他
の
公
舎
管
理
者
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
計
画
を
策
定
・
検
討
し
て
い
る
も
の

は
な
い
。

第
３
　
ま
と
め

今
回
、
「
職
員
住
宅
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
監
査
を
行
っ
た
結
果
、
管
理

運
営
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
良
好
と
認
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
第
２
の
監
査
結
果
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
、
規
程
等
の
整
備
、
定
期
的
な
維
持
修

繕
の
実
施
、
入
居
者
の
費
用
負
担
の
明
確
化
な
ど
に
つ
い
て
、
改
善
を
要
す
る
事
項
等
も
認
め
ら

れ
た
の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
規
則
の
主
管
部
局
で
あ
る
出
納
局
を
中
心
に
各
公
舎
管
理
者

が
全
庁
的
な
視
点
か
ら
検
討
し
、
速
や
か
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
利
用
率
の
向
上

の
た
め
に
、
公
舎
管
理
者
間
に
お
け
る
入
居
者
の
融
通
や
、
職
員
に
対
す
る
入
居
状
況
に
関
す
る

情
報
の
提
供
な
ど
も
検
討
し
、
適
正
な
管
理
運
営
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
公
舎
は
、
主
と
し
て
「
職
員
の
福
利
厚
生
」
の
観
点
か
ら
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
っ
て
、
「
福
利
厚
生
」
の

意
義
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
変
化
に
即
応
し
た
公
舎
の
在
り
方
に
つ
い
て
常
に
検
討
を
加

え
な
が
ら
、
対
応
さ
れ
る
よ
う
併
せ
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
３
）

（
４
）

（
５
）



５

平成13年 3月14日（水曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

付属資料（平成１２年５月１日現在）

別表１ 監査対象箇所

※　今回の監査対象から除外した公舍数は、出納局長所管の県外所在公舎４６戸、警察本部長所管の待機宿舎７４５戸で、監

査対象公舍数との総計は２，８４７戸となる。

その他管理者

人事課長

県立大学事務局長

太平療育園長

生物資源総合開発利用センター所長

果樹試験場長

畜産試験場長

仙北平野土地改良事務所長

水産振興センター所長

ダム管理事務所長（８）

計１課１５所

１戸建棟数

１９

５

３

４

７

３０

６８

集合建棟数

１

１６

１

２

２０

戸　　　数

５

２２３

１０

５

３

４

７

６

３０

２９３

合　　　　　　　計 ３７１ １３７ ２，０５６５課８４所１５署

管理課所（署）

管財課

地方部県民室（７）
大館地区総合事務所

１課８所

人事課

地方部県民室（７）

１課７所

総務課

高等学校（４７）
養護学校（５）
特殊教育学校（盲、聾）（２）

１課５４所

会計課

警察署（１５）

１課１５署

４課６９所１５署

１戸建棟数

８

１２

２０

２６

２１５

２４１

１１

３１

４２

３０３

集合建棟数

２７

３８

６５

１

７

８

２

２

７

３５

４２

１１７

戸　　　数

５００

４５７

９５７

８４

１１９

２０３

５８

２１５

２７３

７７

２５３

３３０

１，７６３

公舎管理者　主　管　課

出 納 局 長　管　財　課

小　　　　計

総 務 部 長　人　事　課

小　　　　計

教　育　長　総　務　課

小　　　　計

警察本部長　会　計　課

小　　　　計

計



６

平成13年 3月14日（水曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

別表２ 用途別内訳

出 納 局 長

総 務 部 長

教 育 長

警 察 本 部 長

そ の 他 管 理 者

計

人 事 課 長

県 立 大 学 事 務 局 長

太 平 療 育 園 長

生 物 資 源 総 合 開 発
利 用 セ ン タ ー 所 長

仙北平野土地改良事務所長

水 産 振 興 セ ン タ ー 所 長

畜 産 試 験 場 長

果 樹 試 験 場 長

ダ ム 管 理 事 務 所 長 （８）

戸 数

９５７

２０３

２７３

３３０

２９３

５

２２３

１０

５

７

６

４

３

３０

２，０５６

福利厚生

９５７

２０３

２７３

５

５

１，４３８

業務用

３３０

２８８

２２３

１０

５

７

６

４

３

３０

６１８

世　帯

７０９

２７３

３３０

２６６

２１２

５

６

６

４

３

３０

１，５７８

単身者

２４８

２０３

２６

５

１１

１０

４７７

合宿所

１

１

１

摘　　　要

独身寮１室を１戸に換算

Ｈ１２年８月末で解体済

公　舎　管　理　者　等

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

区　　分（戸） 用　　　　途（戸）

別表３ 形態・構造別内訳

出 納 局 長

総 務 部 長

教 育 長

警 察 本 部 長

そ の 他 管 理 者

計

人 事 課 長

県 立 大 学 事 務 局 長

太 平 療 育 園 長

生 物 資 源 総 合 開 発
利 用 セ ン タ ー 所 長

仙北平野土地改良事務所長

水 産 振 興 セ ン タ ー 所 長

畜 産 試 験 場 長

果 樹 試 験 場 長

ダ ム 管 理 事 務 所 長 （８）

１　戸　建

２０

２４１

４２

６８

１９

５

７

４

３

３０

３７１

６５

８

２

４２

２０

１

１６

１

２

１３７

９３７

２０３

３２

２８８

２２５

５

２０４

１０

６

１，６８５

Ｒ　Ｃ　造

８１６

２０３

３２

２８８

２１３

５

１９２

１０

６

１，５５２

Ｃ　Ｂ　造

１２１

４７

２２

６

１９

１６８

木　　　造

２０

２４１

４２

３３

９

５

７

４

３

５

３３６

形　　　　態（戸） 構　　　　造（戸）
公　舎　管　理　者　等

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

集合（棟）・戸数



７

平成13年 3月14日（水曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

別表４ 面積別内訳

出 納 局 長

総 務 部 長

教 育 長

警 察 本 部 長

そ の 他 管 理 者

計

人 事 課 長

県 立 大 学 事 務 局 長

太 平 療 育 園 長

生 物 資 源 総 合 開 発
利 用 セ ン タ ー 所 長

仙北平野土地改良事務所長

水 産 振 興 セ ン タ ー 所 長

畜 産 試 験 場 長

果 樹 試 験 場 長

ダ ム 管 理 事 務 所 長 （８）

９０以上

３４

４

１

４

３

１

４３

８０～９０

８８

６

６８

６５

１

１

１

１６２

７０～８０

１８２

４１

２１

１３４

１３２

２

３７８

６０～７０

４

４２

８３

２０

１２

１

２

５

１４９

５０～６０

３９２

６１

１８７

９

２

３

２

２

６４９

４０～５０

４１

１１７

３４

２５

３

３

６

１３

２１７

３０～４０

１０７

４

５

３

１

１

１１６

２０～３０

１０９

２

１８

５

８

５

１２９

２０未満

２０３

１０

１０

２１３

面　　　　　　　　積［ｍ２］別　（戸）
公　舎　管　理　者　等

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

別表５ 間取り別内訳

出 納 局 長

総 務 部 長

教 育 長

警 察 本 部 長

そ の 他 管 理 者

計

人 事 課 長

県 立 大 学 事 務 局 長

太 平 療 育 園 長

生 物 資 源 総 合 開 発
利 用 セ ン タ ー 所 長

仙北平野土地改良事務所長

水 産 振 興 セ ン タ ー 所 長

畜 産 試 験 場 長

果 樹 試 験 場 長

ダ ム 管 理 事 務 所 長 （８）

５Ｋ以上

６

１

１

２

１

１

１０

４ＬＤＫ

７

１

１

８

４ Ｄ Ｋ

１

１

７

１

１

１０

４ Ｋ

３

４８

３

１

２

５４

３ＬＤＫ

１５０

１

２０２

１９６

２

４

３５３

３Ｋ～３ＤＫ

５１１

１８８

３００

３５

２

２

６

６

２

１７

１，０３４

２ＬＤＫ

３５

８

１

７

４３

２Ｋ～２ＤＫ

９

３２

２２

１５

１２

３

７８

１ Ｋ

２３５

２０３

２

２６

５

１１

１０

４６６

間　　取　　り　　別　　（戸）
公　舎　管　理　者　等

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳



８

平成13年 3月14日（水曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

別表６ 入居状況別内訳

出 納 局 長

総 務 部 長

教 育 長

警 察 本 部 長

そ の 他 管 理 者

計

人 事 課 長

県 立 大 学 事 務 局 長

太 平 療 育 園 長

生 物 資 源 総 合 開 発
利 用 セ ン タ ー 所 長

仙北平野土地改良事務所長

水 産 振 興 セ ン タ ー 所 長

畜 産 試 験 場 長

果 樹 試 験 場 長

ダ ム 管 理 事 務 所 長 （８）

入 居

８１８

１１２

２００

２８３

２１１

１７９

７

３

１

２１

１，６２４

空 き

１３９

９１

７３

４７

８２

５

４４

１０

５

３

３

３

９

４３２

計

９５７

２０３

２７３

３３０

２９３

５

２２３

１０

５

７

６

４

３

３０

２，０５６

入 居 率

８５．５

５５．２

７３．３

８５．８

７２．０

０．０

８０．３

０．０

０．０

１００．０

５０．０

２５．０

０．０

７０．０

７９．０

５ 未 満

６１９

１１２

１５４

２５１

１８７

１６５

７

１

１４

１，３２３

５～１０

１５３

３９

３２

９

８

１

２３３

１０～１５

４６

４

６

４

２

５６

１５～２０未満

３

９

２

１

６

１２

入　居　状　況　（戸・％） 入　居　期　間　（年）
公　舎　管　理　者　等

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

別表７ 設備の状況別内訳

出 納 局 長

総 務 部 長

教 育 長

警 察 本 部 長

そ の 他 管 理 者

計

人 事 課 長

県 立 大 学 事 務 局 長

太 平 療 育 園 長

生 物 資 源 総 合 開 発
利 用 セ ン タ ー 所 長

仙北平野土地改良事務所長

水 産 振 興 セ ン タ ー 所 長

畜 産 試 験 場 長

果 樹 試 験 場 長

ダ ム 管 理 事 務 所 長 （８）

下 水 道

５８０

１１４

７７

１４７

２５５

２２３

１０

２２

１，１７３

浄 化 槽

２６９

８９

１

１５３

５

５

５１７

汲み取り

１０８

１９５

３０

３３

５

７

６

４

３

８

３６６

ボイラー給湯

５４３

２０３

１１

１４

２０９

１９３

１０

６

９８０

風 呂 釜 ・
シ ャ ワ ー 付 き

４１４

７９

９１

７１

５

３０

５

７

３

２１

６５５

風 呂 釜 の み

１８３

２２５

１３

６

４

３

４２１

入　　浴　　設　　備　（戸）汚水処理方法（戸）
公　舎　管　理　者　等

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳



９

平成13年 3月14日（水曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

別表９ 建築後経過年数別内訳

出 納 局 長

総 務 部 長

教 育 長

警 察 本 部 長

そ の 他 管 理 者

計

人 事 課 長

県 立 大 学 事 務 局 長

太 平 療 育 園 長

生 物 資 源 総 合 開 発
利 用 セ ン タ ー 所 長

仙北平野土地改良事務所長

水 産 振 興 セ ン タ ー 所 長

畜 産 試 験 場 長

果 樹 試 験 場 長

ダ ム 管 理 事 務 所 長 （８）

５ 年 未 満

２５８

３８

１７７

１７７

４７３

５年～１０年

１８８

３

３２

８

５

３

２３１

１０年～２０年

１１０

３３

１０３

８

５

３

２５４

２０年～３０年

２２３

２０３

１０６

１３３

７８

４１

１０

５

５

６

１１

７４３

３０年以上

１７８

１３１

２４

２２

２

４

３

１３

３５５

経　　過　　年　　数　　別　　（戸）
公　舎　管　理　者　等

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

別表８ 過去３年間の入居率別内訳

出 納 局 長

総 務 部 長

教 育 長

警 察 本 部 長

そ の 他 管 理 者

計

人 事 課 長

県 立 大 学 事 務 局 長

太 平 療 育 園 長

生 物 資 源 総 合 開 発
利 用 セ ン タ ー 所 長

仙北平野土地改良事務所長

水 産 振 興 セ ン タ ー 所 長

畜 産 試 験 場 長

果 樹 試 験 場 長

ダ ム 管 理 事 務 所 長 （８）

平成９年

９０．２

６９．５

８０．５

９２．１

０．０

９３．５

０．０

０．０

１００．０

３３．３

２５．０

０．０

６６．７

８３．９

平成１０年

９０．２

６７．０

８０．５

８８．２

０．０

８５．１

０．０

０．０

１００．０

３３．３

２５．０

０．０

５２．８

８３．２

平成１１年

８６．４

６５．０

７６．５

８８．５

０．０

８６．３

０．０

０．０

１００．０

５０．０

２５．０

０．０

５６．７

８０．３

過去３年間の入居率　（％）
公　舎　管　理　者　等

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳



１０

平成13年 3月14日（水曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

別表１０ 建設年次別内訳

出 納 局 長

総 務 部 長

教 育 長

警 察 本 部 長

そ の 他 管 理 者

計

人 事 課 長

県 立 大 学 事 務 局 長

太 平 療 育 園 長

生 物 資 源 総 合 開 発
利 用 セ ン タ ー 所 長

仙北平野土地改良事務所長

水 産 振 興 セ ン タ ー 所 長

畜 産 試 験 場 長

果 樹 試 験 場 長

ダ ム 管 理 事 務 所 長 （８）

Ｓ３３年～Ｓ３５年

２

２

３

１

２

７

Ｓ３６年～Ｓ４５年

２２４

１４４

２２

２１

２

２

４

２

１１

４１１

Ｓ４６年～Ｓ５５年

１７５

２０３

９３

１２３

７６

４１

１０

３

５

６

１１

６７０

Ｓ５６年～Ｈ２年

１４２

３３

１１１

８

５

３

２９４

Ｈ３年～Ｈ７年

２０８

３

３０

８

５

３

２４９

Ｈ８年～Ｈ１１年

２０６

４２

１７７

１７７

４２５

建　　設　　年　　次　　別　　（戸）
公　舎　管　理　者　等

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

別表１１ 駐車場の状況別内訳

出 納 局 長

総 務 部 長

教 育 長

警 察 本 部 長

そ の 他 管 理 者

計

人 事 課 長

県 立 大 学 事 務 局 長

太 平 療 育 園 長

生 物 資 源 総 合 開 発
利 用 セ ン タ ー 所 長

仙北平野土地改良事務所長

水 産 振 興 セ ン タ ー 所 長

畜 産 試 験 場 長

果 樹 試 験 場 長

ダ ム 管 理 事 務 所 長 （８）

区 画 済

６３８

３３

３６

１７７

１７７

８８４

区 画 無

２７９

１０４

１２８

２２１

８３

４６

５

６

４

３

１９

８１５

通 路 等

１３

２２

１０

６

６

５１

区 画 済

１２

１２

区 画 無

６４

６２

４５

６

６

１７７

不 足 数

１５

３５

２８

１８

２１

５

１０

１

５

１１７

有

９５

５

２９

２７０

９３

８７

６

４９２

無

８４７

１６３

２１６

４２

１７９

１３６

５

６

６

４

３

１９

１，４４７

一　部　不　可

保 管 場 所
（件）

使 用 承 認

駐　車　場　附　設　状　況　（戸）

全　　戸　　可公　舎　管　理　者　等

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

発

行

者

秋

田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
五
百
円

(862)

(863)

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
〇
一
八

八
七
六
六

F
〇
一
八

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄


